



























































































にかけて 海外 へ 留 学した
日本人
た ち が 果 たした 役 割 が 非 常 に 大 きかっ




















































































のような意味を 持 っ た のかという こ と を
論 究 す る よ うな研究である 。
本稿も今後の創立
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































と あ り 、
留学中の年











































































































































































































































































































































































仕 の 佐藤百太郎(佐倉藩 )
、華頂宮
















フ ラ ン シ ス
コ









































































ラ ン ド に あ る
カリ
フォ































































































































































































を 移 す と 、 田 尻 の



























































































































































































































































































































































































































その意味で留学生の 記や手記 日本人ネットワークを考える際の重要な史料となるだろう。7 .











































































と が で き る 。 書 簡 や 手 記など永井に 関 す る 史料が残っ て い るならば、新たに創立者たちとの関係を調査することが可能となるだろう。もし永井久一郎に関する史料情報を
ご存
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































兄 将 - 一
ボ
ストン
ニ
赴カ
ントス
、
後朝
日二子
ヲ
問フ
、
不在、
帰路大沢
ノ寓
ヲ問
フ、
午後
田尻
来リ、
大塚兄
ト万国史ヲ
読ム、
晩 朝
日兄ヲ
問ヒ、
夜散歩
ス
三十日
、
陰天屡
雨フ
ル 、
朝大塚
兄ト同
ジ
ク休浴一一赴
ク、
午後
兄卜田
尻ヲ問
フ、
田尻
病一一臥
セリ
、
此一一於テ談ズ
ル、
少時
兄ノ机
上ノ
日 誌
及新聞雑誌
アリ
、
欣 然
開テ之ヲ
見ル
皇 朝
ノ形 勢 粗
知ル
ニ足
ル
記者日、
日誌及
新聞雑誌
と
ある
は当
時刊行
の雑
誌にし
て 、
「新
聞雑誌」
は明
治元
年初号
を出せ
り、
半紙七八枚を綴ち
絵入
にて
木板
なり
、
日誌は未
だ考
へ得ず、
江城
日誌
・市
政日
誌
・鎮
台日
誌等あ
れ
ど単
に
日誌と
題せしも
のあ
リし
ゃ否
や未だ
確め
得ず。
三十
一日、
日曜日、
雨、
ソン
デl
スク
ール
ニ出
席ス
、
チユ
ルチ
ニ詣
デ帰
ル、
午後田
尻兄ヲ問
フ、
小川ヲ問
フテ
帰ル
- 79-
西暦
一千八百七十
一年
ヲ了
ス
記者日く、
先生
の渡
航日
記こ〉に
了る、
巻尾に
未定稿と
題し
て
詩若干
を記
載せ
られた
り、
多く
は添剛塗抹の
跡甚読
み難
し、
困
て僅に数
首 を
録す
